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あなたの声を“かたち”に！
若い力で全力投球！！

日頃より、皆様には温かいご支援を賜り、心よ
り感謝申し上げます。
１０月より総務委員会、まちづくり対策特別委
員会に所属することになりました。長野市は１１
月から加藤市政の２期目がスタート。今後更なる
人口減少、超高齢化社会が進む中、市議会議員と
してチェック機能を果たすとともに、市民の皆様
の声をしっかりとお聞きし、市民の皆様に喜んで
いただける施策の提案・実現に全力を尽くしてま
いる決意です。
今後ともご指導・ご鞭撻を賜りますよう宜しく
お願い申し上げます。
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ハッピーかみんぐ1.2.30（いちにさんじゅう）

ながのベジライフ宣言 健康寿命の更なる延伸に関する決議
※決議文の抜粋※

長野県は、2015年における平均寿命が、女性1位、男性2位という全国屈指の長寿県です。長
野市においても平均寿命と健康寿命が延びており、市民の長寿化が進んでいます。
一方、平均寿命と健康寿命に開きがあり、特に長野市は糖尿病予備群の割合が全国平均より高
く、健康寿命の更なる延伸が求められています。
そのような中、9月議会において「健康長寿を目指し、市行政、市議会が食に対する意識啓発を
積極的に取り組むことを求める請願」が提出され推進をさせていただきました。請願は本会議で
採択。この請願を受け、長野市は11月21日「ながのベジライフ宣言」を発表、長野市議会は12
月議会において「健康長寿の更なる延伸に関する決議」を議決しました。
これらの宣言、決議により、長野市民の健康に対する更なる意識の醸成と具体的な施策の展開
を図り、世界一健康で長生きできる都市を目指してまいりたいと思います。

市では、市長による「ながのベジライフ宣言」が行われ
たところであるが、市議会としても同宣言を初め、本市
がスポーツを通じて健康な心とからだをつくる「スポー
ツ都市宣言」を表明していることに鑑み、食生活やス
ポーツを通した健康課題へ積極的な取組について協
力し、健康寿命の更なる延伸の実現を目指すもので
ある。 以上決議する。
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食事の1番はじめは野菜
から食べよう（サキベジ）

毎食握りこぶし２つ分の野菜料理と
バランスよい食事

一口30回よく噛んでおいしく味わおう
食事３０分後に意識して体を動かそう

平成29年11月21日 長野市長 加藤久雄



初当選以来、毎議会一般質問に立たせていただい
ております。12月議会では「マイナンバー制度につ
いて」、「遠隔地の高校に通う生徒の通学費の補助
について」の２点について質問をさせていただきま
した。主な質問の内容、答弁は以下のとおりです。

12月議会の個人質問

地域・市民生活部長 教頭、PTA会長、同窓会長等がバス会社に対し
て定期代の割引率の引き上げを要望。バス会社は割引率の引き上げは困
難であるとの回答。

勝山 長野吉田高校戸隠分校に通うバス運賃割引の進捗について伺う

勝山 マイナンバー制度で、手続きの簡素化、利便性の向上、行政の効率
化を図るにはマイナンバーカードが必要。長野市民のマイナンバーカード
の交付率、全国の交付率を伺う。

地域・市民生活部長 12月1日現在の長野市民への交付率は8.6％。全国
の交付率は、9月1日で9.6％。

マイナンバー制度について

遠隔地の高校に通う生徒の通学費の補助について
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勝山 市街地から通う生徒が数人「そば部」に所属している。戸隠そば
祭りに参加したり、全国高校生そば打ち選手権に出場するなど、戸隠地
区の活性化や地元食文化の盛り上げに貢献している。中山間地期に貢献
しているという視点からも通学費の補助を要望する。

地域・市民生活部長 過疎債の対象にならず困難。

勝山 国に過疎債の対象を拡大にするよう強く要望していただきたい。

加藤市長に３０年度予算要望を提出！加藤市長に３０年度予算要望を提出！

公明党長野市議員団は、11月8日に平成30年度の予算要望書を
加藤市長に提出しました。
主な要望内容
（１）専門職員の配置など公共施設マネジメントの強化
（２）地域包括ケアシステムの強化
（３）育児休業の取りやすい環境の整備
（４）子育て世代包括支援センターの充実
（５）若者の意見を反映させる若者会議の開催
など、365項目を要望。加藤市長は前向きに検討する意向を示した。

勝山 マイナンバー制度の目的を達成するためには、カードの交付率の向
上が課題。マイナポータルで特に利便性が向上した子育て世代を対象に
カードの普及推進に努めるべきである。


